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研究の概要 
5 年間の研究成果は、文理融合の研究組織のもと、20 回におよぶ海外共同調査をふまえて公刊
された 150 篇をこす論著や、国内外における約 50 回の国際会議・研究会において明らかにした。
都市と環境の歴史学の構築をめざす本研究によって、現在の人類が直面する都市と環境の問題
に立脚した新しい歴史解釈の道が拓け、その結果、従来の歴史学の枠組みを超えて、人類史と
いう、今求められている大きな分析枠組みの設定と歴史解釈を行うことが可能になった。 
研 究 分 野：人文学 
科研費の分科・細目：史学 東洋史 
キ ー ワ ー ド：都市・環境・歴史・黄土高原・農牧複合地帯・沿海地帯・環境遷移帯 

１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初の研究状況をかえりみると、

現代に生きる私たちの関心に即した歴史学

が人々に強く求められていながらも、その要

求に実際の研究が追いついていない状況だ

ったといえる。 
 本研究は、このような研究状況をふまえて、

都市問題と環境問題に揺れる現代人の関心

に即した、現代にふさわしい新しい歴史学を

つくりあげるためにスタートした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、歴史学の視角から、東ア

ジアの都市と生態環境の相関関係を分析す

ることで、現在の地球が直面する都市問題と

環境問題の歴史的背景を探ることであり、都

市と環境を鍵概念として、21 世紀の地球にふ

さわしい歴史学を構築することである。 
 
３．研究の方法 
 本共同研究がとった方法は、 (1)文理融合

型の研究組織をつくることと、(2)各研究分担

者の責任を明確化し、相互の研究の不断の交

流と競争を促進することである。この方法に

よって、学問融合にもとづく人類史の包括的

な仮説の提示をめざした。 
 
 

４．研究の主な成果 
 5 年間の研究の成果は、本研究によって、現

在の人類が直面する都市と環境の問題に立脚し

た歴史の解釈の道が拓け、その結果、従来の歴

史学の枠組みを超えて、人類史という、より大

きな分析枠組みの設定と歴史解釈が可能になっ

た点である。 

 研究代表者をはじめ、研究分担者・研究協力

者が公刊した研究成果によって、主として以下

の 2つの仮説が提示され、各研究者によって多

角的に検証された。 

 すなわち、(1)同じ環境と異なる環境の組み合

わせによって歴史が展開するという仮説と、(2)

歴史の主要舞台は環境の境域に立地し、その環

境の境域は、前近代の農業遊牧複合地帯から近

代の沿海地帯に移行するという仮説の提示とそ

の検証である。 

 この作業によって、現代の都市問題と環境問

題が、農牧複合地帯から沿海地帯へと歴史が拡

大していく過程で必然的に生じた点も明らかに

なった。 

(1)第 1 の仮説：前近代の歴史は、同じ環境と異

なる環境の組み合わせによって展開する。 

 前近代におけるアフロ・ユーラシア大陸の各

地域の歴史は、技術の未発達等によって、各地

域の生態環境と分かちがたく結びついていた。
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生業は環境によって決定され、異なる生業間

の物産の流通こそが物流の根幹をなし、環境

と生業を同じくする同緯度地域間の流通が、

それを補う役割を演じたのである。 

 この状況のもとでは、人間活動は環境に即

応することで初めて可能となり、現在見られ

るような都市問題や環境問題は、まだ顕在化

していない。 

(2)第 2 の仮説：歴史の主要舞台は環境の境

域に立地し、その環境の境域は、前近代の農

業・遊牧複合地帯から近代の沿海地帯に移行

する。 

 第 1の仮説から導き出される第 2の仮説は、

アフロ・ユーラシア大陸の政治・経済・軍事

の中核地域が、前近代の農牧複合地帯（農耕

地域と遊牧地域が複合する地帯）に接する都

市網から、近代の沿海地帯に接する都市網へ

と転換する点である。 

 この転換は、人類の政治・経済・社会・文

化制度の全体にかかわる変革をもたらした。 

 その変革とは、(1)商品流通の飛躍的増加

と国家の財政規模の拡大、(2)商品品目の大

衆化と社会の世俗化、(3）消費が生産を決定

する社会から生産が消費を決定する社会へ

の転換、(4)生態環境に依拠した交易から生

態環境を超越する交易への転換であり、(5)

人間の行動の主体化（伝統にもとづく行動様

式から自発的な行動様式に転換）である。 

 ここで重要な点は、環境問題や都市問題が

生まれ、その問題を認識する前提となる人間

の主体化の進展は、このような歴史の主要舞

台の転換に対応している点である。 

 要するに、現代の都市問題や環境問題は、

政治・経済・文化の全体が絡み合う人類史の

必然の結果であり、都市問題や環境問題の存

在しない時代に回帰することは、今や現実的

に不可能である。問題の顕在化しなかった

「良き時代」を懐古するのではなく、人類史

そのものが都市環境問題を生み出した事実

をふまえて、問題への対処法を総合的に探る

他ない。 

 以上の歴史解釈は、アフロ・ユーラシア大

陸の各地域の歴史が、同じ構造をもつことを

主張する。この見方にたてば、各地域を平等

に比較して関係づけることで、人類史の叙述

が可能となる。 

 このように、世界が共通して直面する現実に

立脚して世界の成り立ちを分析することで、国

境を超えた人類共通の歴史認識の構築が可能と

なる。同時に、都市と環境の歴史学は、われわ

れに、自分の暮らす地域の特色と意義を再認識

させ、人類の一員であることを共通に自覚させ

るのである。21 世紀の歴史学は、ここにある。 

 
５．得られた成果の世界・日本における位置

づけとインパクト 
 本研究は、従来の一つの地域を絶対視しがち

な見方、たとえば、西欧史や中国史、日本史な

どに収斂される歴史観を相対化する。各地域を

平等に比較して関係づけることで、人類史の叙

述が可能となる。人類という、より大きな次元

に立脚することで、従来の各国史の競合を乗り

越えることができる。 
 多国籍、多分野の出身者からなる本研究組織

が、必然的に生み出さざるを得なかった歴史叙

述の普遍性は、今後の国内外の研究に少なから

ぬ影響を与えていくと思われる。 
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